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⻄⽇本豪⾬災害における「屋内溺⽔」について 
―⼤津波への備えも念頭に― 

災害調査団報告会（2019 年 2 ⽉ 26 ⽇） 

市⽴⼋幡浜総合病院⿇酔科・救急科 越智元郎 

 

 

 
市⽴⼋幡浜総合病院⿇酔科 越智と申します。私は

今年度から愛媛⼤学防災研究センターの活動に参加さ
せて頂いていますので、宜しくお願いいたします。ま
た、後に出て参りますが、⽔難学会にもアドバイザリ
ーボードとして関与させていただいています。 

今回、⻄⽇本豪⾬災害における『屋内溺⽔』につい
て、⼤津波への備えも念頭に置いて、報告させていた
だきます。なお、スライドの下の URL と QR コード
でスライドと⼝述原稿を⼊⼿できますので、ご利⽤下
さい。 

 

 

 

 さて、2018 年⻄⽇本豪⾬災害による愛媛県内

の死者は今治市で２⼈、松⼭市５⼈、⼤洲市４

⼈、⻄予市６⼈、⻤北町１⼈、宇和島市 13 ⼈

の計 31 ⼈を数え、うち４⼈が災害関連死とな

っています。 
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受傷機転ごとには⼟砂災害による外傷や窒息

を死因とするものが最も多く、次いで溺⽔、関

連死の順になっています。１例、⼟砂災害か溺

⽔かはっきりしない例がありますが、31 ⼈中９

または 10 例が溺⽔、うち 3 または 4 例が屋内

での溺⽔と考えられました。 

 

 

 橙⾊は⼟砂災害を死因とする例で四⾓（■）

は男、丸（●）は⼥、数字は年齢を⽰します。 

⼟砂災害は今治市で２例、松⼭市で３例、⼤

洲市で１例、⻄予市で１例、宇和島市で 13 ⼈

の犠牲者を出しました。⻑⽅形［   ］で囲

んでいるのは同⼀世帯の犠牲者です。 

「災害関連死」は被災後の⾝体的負担による疾病

で死亡したものを⾔い、松⼭市で、7 ⽉に避難先で

発症した１例、⻄予市で７⽉に避難所で発症し急性

⼼臓死をした男性、宇和島市で 7 ⽉に⾃宅で発症し

急性⼼臓死した男性、9 ⽉にミカン⼭で発症し脳内

出⾎で死亡した男性の計４例の報告があります。 
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 溺⽔疑いの例を⾒て⾏きますと、松⼭市の 66 歳の⼥
性は川に流されたとみられ、海で発⾒されました。 
⼤洲市の 70 代の男性は川を⾒に⾏って転落したとみら
れます。40 代の⼥性は⽔路に⾞ごと転落しました。7０
代の男性は⾃宅１階に⽔が流れ込み溺れました。２階に
いた妻は無事でした。 

⻄予市の 80 代の⼥性は⽔が引いた後、屋内で⼟砂に
埋もれているのを発⾒されました。溺⽔であった可能性
もあります。70 代の男性が路上の⾞内で、50 代の男性
が畑の中の⾞内で発⾒されています。70 代の⼥性と 80
代の男性は⽔が引いた後、同じ家屋で発⾒されました。
これらの傷病者は 1 例を除き、⻄予市⽴野村病院へ搬送
されましたが、蘇⽣にはほど遠い状態であったようで
す。 
 ⻤北町の 90 代の⼥性は海で発⾒されました。 

 

 

以上、今回の災害による県内の溺死者は 9 例ま

たは 10 例で、その 3 分の１にあたる 3 例または

４例が屋内溺⽔と考えられました。 

 

 

 

 ここからは岡⼭県真備町における被害につい

て⾒て⾏きます。 
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真備町では 51 ⼈が犠牲になりましたが、8 割

にあたる 42 ⼈の遺体が⾃宅１階で発⾒されてい

ます。 

 

 

今回の浸⽔深ですが、２階の軒下に及ぶとされ

る５メートルを超える場所が広範囲で、２階に垂

直避難しても危うい場所が多かったと⾔われて

います。 

 

 
 

朝⽇新聞によると、死者 51 ⼈の発⾒場所は平

屋の屋内が 21 例、２階建て以上の１階が 21 例、

2 階が１例、屋外で発⾒されたのは８例でした。 

すなわち屋内溺⽔が 43 ⼈（84.3％）を占め、

うち 36 ⼈（70.6％）が 65 歳以上とされていま

す。また避難⾏動要⽀援者が 42 ⼈（82.4％）を

占めています。 
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ここからは⽔難学会の「ういてまて」、俗にい

う「着⾐泳」の観点から、述べさせていただきま

す。 

 

 

 「ういてまて」は⽔中での姿勢保持法である「背

浮き」や「浮き具」を⽤いて⾝体を浮かせ、呼吸

を維持するための技術です。 

⼈は仰向けになっただけでは、重⼼が浮⼒中⼼

より⾜側にあるため、回転トルクが働き、⾜から

沈んで⾏きます。そこで両⼿を頭の⽅に伸ばすと

バランスが取れ、安定して浮くことができます。 

 

 
 

 

吸気時の⼈体⽐重は 0.98 であり、⼝⿐を⽔⾯

上に出した⽔平姿勢を維持し、⾐服内の空気を逃

がさないようにすれば、浮き続けることができま

す。もちろん救命胴⾐や代⽤の浮き具も役に⽴ち

ます。 
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 海上保安庁のホームページです。 

 

ライフジャケットの着⽤により、海難事故の⽣

存率が⼤幅に向上します。 

 

 
この、「ういてまて」の考え⽅は洪⽔や津波においても

応⽤できます。そこで、効率的な洪⽔・津波避難をはか
るために、特に⽇頃からの避難準備が重要です。 

 
その第⼀はライフジャケット着⽤であり、ライフジャ

ケットか代⽤浮き具を、⾃宅を含む複数の場所に準備す
ることが奨められます。 

 

 

 
次に、浮⼒を意識した避難態勢として、浮き具材の条

件は浮⼒があり、⽔圧により体積を減らしにくいもの、
これを防⽔性・密閉性の⾼い容器や袋に⼊れ、被災者各
⼈が背負うか⾝に付けます。 

 
⼦どもや⾼齢者も最終的には⾃⾝のための浮き具を⾝

に付けます。着替え、⾮常⾷、ペットボトル飲料などを
浮き具材として活⽤します。 
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浮き具を⼊れる⾮常⽤持ち出し袋は、胸・腰ベルト付
きリュックサックなどであれば即席のライフジャケット
として活⽤できます。 

持ち出し袋にロープを⼊れておくと、津波や洪⽔を逃
れて電柱や樹⽊に登ったときに⾝体を固定することに役
⽴ちます。 
マットレス、エアーマットなども強⼒な浮き具となり、
激しい流れでなければ⾼齢者などを寝かせたまま⽔⾯上
で維持することができます。 

 

 

NHK の番組で紹介された、岡⼭県真備町の事

例です。 

  

 
 

 
 
 
 
 

⾼齢の妻を２階に避難させられなかった、⾼齢の夫は
悔やみました。もし同じ状況に遭遇するとしたら、妻に
浮き具につかまらせ背浮きの姿勢で呼吸を維持する。⽔
位が２階に近づいたところで、引き上げる。防寒⾐や合
⽻を着⽤させ、袖や裾を縛って⾝体が濡れないようにし
たらさらによいでしょう。 

 
救助された例としては、寝ていたベッドが浸⽔によっ

て天井の電球付近まで浮き上がり、そのまま⼀夜を明か
したという⽼夫婦も紹介されています。 

このようにベットやマットレスは有⼒な浮き具となり
得ます。洪⽔や津波の恐れがある地域では浮かびやすい
ベットやマットレスを選択するとよいでしょう。また、
縋り付くためのロープや取っ⼿を付けて浸⽔に備えるの
も有⽤です。 
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浮き具の例です。灯油⽸は⾝体の⼤きな成⼈で

も⼗分な浮⼒を得ることができます。取っ⼿があ

り、ロープで⾝体を固定することもできます。 

 ランドセルに防寒具などをビニール袋に⼊れ

て詰めます。登下校途中で被災したときに、背負

えば重い本類にも浮⼒があります。海浜・河川流

域では⽼⼈の⽇のお祝いにはライフジャケット

を贈りませんか。 

 

 海岸の地形によって津波の流れは異なります。

（C）で⽰すように、海岸に崖があり、特に前⾯の

⽔深が深い場合、津波は海岸で砕けず⽔位が上下

するのみとなります。これは洪⽔でじわっと⽔位

が上がってくる場合に似ています。 

 

 

ここでは東⽇本⼤震災での、東松島市 野蒜⼩

学校の事例を紹介します。 
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 当時⼩学⽣で、着⾐泳で危地を脱した斎藤さんは当
時の経験を広く伝えようとしています。学校の体育館が
市の避難所に指定されており、児童はそこに避難しまし
た。⽔は⾵呂の湯だめをするように穏やかに⼊ってきま
した。 

着⾐泳の授業で、⼤洪⽔があって家が浸⽔しても、着
⾐泳で助かった⼥の⼦がいたという話を聞いたのを思い
出しました。それなら⾃分にもできるかもしれないと、
思い切ってステージの床を蹴って⽔に体を預けたので
す。 

 

  

野蒜⼩で７年前から着⾐泳を指導していた⽔

難学会指導員もホームページで取り上げていま

す。 

 

斎藤さんの「着⾐泳は⾃然に思い出した」「お⺟さ

んに名前を呼ばれたけど、肺の空気が抜けるから返事

は１回にした」という⾔葉が紹介されています。 

 

 背浮きで顔⾯の⼀部を⽔⾯に出す、典型的な

「ういてまて」の姿勢を取っています。履いて

いた上靴もよい浮き具になりました。 
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 過去の豪⾬災害の事例を紹介します。2004 年

の中越地⽅の豪⾬災害でも、屋内で溺れた⾼齢

者の事例が記録されています。 

 
 

 ⽔難学会では静⽔・流⽔中での歩⾏・背浮き

や⼊⽔法などの、⽔害防⽌のための⾝体訓練も

試みています。これらは児童⽣徒におけるブー

ル授業、⾼齢者に対する⽔中での全⾝運動、筋

⼒増強訓練などを兼ねて実施する価値があると  

考えられます。 

 

2012 年の愛媛新聞によると、松⼭の⼩学校で

も津波を想定して、着⾐での背浮きの練習や道

路冠⽔時の歩き⽅などを訓練しています。今回

の⽔害被災地や南海地震による⼤津波が予想さ

れる地域でも、このような訓練が実施されるこ

と願ってやみません。 
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ここで津波被害と溺⽔についてまとめますと、

津波被災者の直接の死因は多くが溺死でなく外

傷であると考えられています。また⻑時間の低体

温により体⼒を奪われ、⽔に沈む例も少なくない

と思われます。とは⾔え、津波にさらわれた⼈の

⼀部が救助されたり、⾃⼒で⽣還したりすること

があるのも事実です。このためには、重傷外傷を

免れかつ溺れないことが⽣存の条件となります。 

 

  

明治三陸海岸⼤津波でも様々な幸運な⽣存に

ついて伝えられていますが、ここでも溺⽔を防⽌

できたことが⽣還の条件となっています。 

 

 

 

 
繰り返しになりますが、屋内浸⽔後に⽔⾯が上昇する

過程では、⾮⼒な救助者であっても浮⼒を⽣かして⾼齢
者・障害者などの⾝体を移動させる得る可能性がありま
す。不運にも避難のタイミングを失った場合にも、希望
を捨てずに最後までご努⼒をお願いしたいと思います。 
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以上、まとめとして、2018 年豪⾬災害におい

て、愛媛県や岡⼭県では多数の「屋内溺⽔」例

が発⽣しました。 

洪⽔や津波、⼟砂災害などが予想される場合

の避難の基本は的確な災害情報により、早期に

安全な所に避難することです。⼀⽅で、避難で

きない場合や、やむを得ず洪⽔や津波に遭遇し

た場合には背浮きや浮き具利⽤により呼吸の確

保をはかります。また、浮き具として使⽤する

ことを念頭に、ライフジャケットや効果的な災

害時持出し物品を、⾃宅を含む複数の箇所に準

備する価値があります。 

 

   

ご静聴有難うございました。 

 


